
− 37 −

７　科 目 体 系
授業科目の履修方法，履修順序，卒業要件及び授業科目設置年次の詳細を以下に示します。ただし，

都合により，授業科目設置年度が変更される場合があります。

［総合教育］
1　教育目的

総合教育では，1 年次生から大学生として工学の基礎を学ぶとともに広く豊かな知識を修得し，物
事を総合的に判断し得る能力を養います。そして，変化の激しい社会の中にあって自己の置かれた立
場を認識し，心身ともに優れた社会人としての素養と，進展してやまない科学・技術や社会に遅滞す
ることなく対応し，貢献することのできる技術者の育成を図ることを目的に授業科目を幅広く展開し
ます。

授業科目は，全学共通教育科目，教養科目，外国語科目，体育科目，及び自然科学科目の５つの科
目区分に分けられており，１年次生から４年次生まで定められた学年次に順次配置されています。

2　各科目の教育目標
①　全学共通教育科目

日本大学教育憲章に鑑み，真に社会に有意な人間力ある卒業生を多数輩出することを目指す，
日本大学共通のカリキュラムとして位置付ける科目です。
②　教養科目

知性・感性を磨き，物事を総合的に判断し得る能力を育みます。また，歴史的・社会的感覚を
養い，複雑化する地域社会・国際社会の中で生きていくため，知識と知恵の修得を図る全人教育
を目標とします。
③　外国語科目

科学技術の発展は，技術者にとっても国際社会の中で活躍する機会を広げています。それゆえ
技術者の育成における英語教育の持つ意味は大きいものとなっています。本学部においては，英
語の国際性を考え，英語を継続的に学修できるよう英語科目を１年次から４年次まで配置してい
ます。英語力の向上のみならず，異文化の理解に必要不可欠な国際的教養の修得を目標とします。
④　体育科目

身体活動の楽しさを体験する中で，健康の保持増進と体力の向上，身体活動を通しての自己形
成及び社会的スキルの獲得を目指します。授業における他者との関係づくりは，コミュニケーショ
ンスキルを高め，リーダシップや協働力を養います。また，豊かなライフスタイルを確立するた
め，生涯スポーツに対する知識と運動文化の意義について理解することを目的として授業（実技・
理論）を展開します。
⑤　自然科学科目

専門教育に先立ち，工学教育にとって重要な自然科学科目である数学・物理学・化学の確実な
修得を図ります。これらの基礎分野を学ぶことにより，科学的な思考力・分析力・構想力を身に
つけ，複雑に発展を続ける工学の諸分野を展望する洞察力と，科学的探究の基本的方法の会得を
目指します。
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なります。
ＧＰＡは小数点第 2 位まで表示します。
なお，P（履修中止），N（認定科目）はＧＰＡに算入しません。

（４×Ｓの修得単位数）＋（３×A の修得単位数）＋（２×Ｂの修得単位数）＋（１×Ｃの修得単位数）
総履修単位数（D，E の単位数も含める）

③　授業科目の再履修
履修した授業科目の単位を修得できなかったときは，もう一度その授業科目を履修（再履修）す

ることができます。なお，詳細については履修の手引を参照してください。
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